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リスクの CADデータを ASI総研に引渡した．ASI総研はその CADデータを基に下記に示す製作
設計と製作を行った． 
（１）第一段ファンブリスクの概念設計 （室蘭工大担当） 
・速度三角形の検討 
・ハブ，ケーシングの形状検討 
（２）第一段ファンブリスクの詳細設計 （室蘭工大担当） 
・ファンブレード形状の三次元設計 
・ファンブレードの空力解析 
・ハブ，ケーシング及びファンブレードの CAD形状データの作成 
（３）第一段ファンブリスクの製作設計 （ASI総研担当） 
・リグ試験機における第一段ファンブリスクの配置検討 
・回転軸系の検討 
・ファンブリスクにおける遠心力の検討 
・第一段ファンブリスクの製造図面作成 
（４）第一段ファンブリスクの製作 １式（ASI総研担当） 
3 第一段ファンの空力設計と構造設計 
反転軸流ファンのファンブレード形状は，流線曲率法によって形状を決定した．この方法では，
ファンブレード前後の流体の流れ方向を求めて，それに基づいて２次元翼形状を決定する．２次
元翼形状をファンのハブ（根元）からチップ（翼の半径方向の先端）まで求め，それらを翼重心
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が一致するように重ねる．これは高速回転時の遠心力による翼捻りを最小限にするためである．
こうしてファンブレードの３次元形状を設計する．設計されたファンブレードについて空力解析
を行い，流れの剥離を伴わずに空気を圧縮できることを数値的に確認した．またファンブレード
に作用する遠心力を解析してファンに作用する応力が，安全範囲内にあることを確認した． 
 
Fig.1 定格状態における中心流路断面内の全圧分布 
 
 
Fig.2 定格状態における遠心力によるファンブリスクの応力分布 
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Fig.3 試作した反転軸流ファンの第一段ファンブリスク 
 
Fig.4 リグ試験機におけるファンブリスク（赤）と静翼（青） 
4 ファンブリスクの製作 
以上の空力解析と構造解析を通じて，ファンブレードの形状を決定した．この形状を CAD デー
タに変換し，ASI 総研を通じて名古屋の精密機械加工メーカー(株)アイコクアルファ社に加工を
依頼した．Fig.3 に完成したファンブリスク形状を示す．平成 19年度には，試作したファンブリ
スク用のリグ試験機を製作する予定であり，その設計作業を進めている．Fig.4にリグ試験機にフ
ァンブリスク（赤いブレード）と整流用の静翼（青いブレード）を図示する．更に平成 20年度に
は JAXA総合技術研究本部で回転試験を行い，空力性能，振動性能試験を行う予定である． 
